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さまざまな人々が水を求め、分かち合い時に奪い合う。特にアフリカのように環境が苛酷で、インフラが十分整っていない地域では、人間が生きるうえで 本質的なものが日常に現れやすいのだろう。水にまわるたくさんの生活、光景を自然に目にすることができる。アフリカ大陸 二〇カ国以上を旅してきた中で触 てきた、水と人々の生活を紹介したいと思う。
　エチオピア東部オガデン地方のソマリア











たちが思い思いの容器を手に水をすくいに来た。食用油が入っていた、二〇リットルほどのプラスチックタンクが多い しかし水深も十分あるわけでないので、バケツでプールの水をひとすく にするようにはいかない。どうするのかと見ていると、女性がひとり、 ひょいと腰布を上げ、 じゃぶじゃぶと水の中に入って く そして小さなお皿で少しずつすくいながら、タンク 移していた。満 に り、陸に上がってくる彼女に水を見せてもらうと、カフェオレのような見事な黄土色。さ はエビに似た、五ミリほどの小さな虫が数匹 元気 泳ぎまわっていた。 「毎日この水を汲んでいるわ。別に問題ないわよ。 」 女性はそう言う二〇キロの重さを軽々と頭上に上げ、去っていった
　「ここはＵＮＨＣＲの管理外で、給水活









手に入るかというと、そうでもな 。コンゴ民主共和国では、年の半分 占める雨季には土砂降りの日々が続くが、町の人々は朝晩いつも共同の水場で長 時間を費やす。雨水があっても、それを貯蓄するダムい。そして、人口に見合うだけの上水施設がない、というのが理由だ。結果、人々は数少な 水道に集まり、行列ができる。貴重な水場を管理するために時間が制限され、それ以外は蛇口に鍵がかけられる。一軒の家にいくつもの蛇口が存在する日本の家庭から、なんと遠くまで来て ま たことか。それでも重 水を運ぶ子供たちは 慣れたものか、 笑顔に鼻歌を添えて運びゆく。 「水は重いもの」という紛れ 事実は、日本では持ち上げる機会が少ないため忘れられ、ここでは多すぎるため認識が薄れる。
　水にまつわる人々として、もうひとつイ
ンパクトがあったのが、ナイジェリア北部の主要都市カノ 見た 「水を売る少年たち」だった。彼らは早朝から仕込んだ袋入りの水を手に、交通量の激しい交差点に立つ。ここが彼らの職場だ。そ て走りゆく車に
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?????




向けて「冷たい水あるよ！」の大アピールをかける。酷暑のカノでは、日中水を飲まないことには脱水症状をおこしてしまう。水を欲しがる車も多いが、交通量の多い通りで車を止めるわけにもいかない。どうなるかというと、少年たちが全力で走り、車窓に水を差し出し 五円ほどの代金をキャッチするのだ。そしてここでは、 「冷たさ」こそ最重要ポイントであり、乗客の手が少しでも「ぬ 」 感じた水は、容赦なくはねのけられ 。少年たちも心得たもので、即売用に数個手に持ち、他の商品は日陰に置い 発泡ス ロールの箱に入れておく。保冷作用のため 、箱の中は氷が詰まっているのかと思えば、資金不足ゆえか、これまた水で満たされているのが泣かせる。ちなみに彼らが売る水、一応は浄水だが、施設の老朽化により品質はあやしいものであ 一度、未開封 水の中にふわふわとタンポポの綿毛のよう 浮かぶカビを見て、あきれてしまった。
　人体の約六〇％は水で占められていると
いう。言葉にするまでもなく、水とは生命に欠かせないもの。天から降り注がれ、大地を通して人に収まりゆく水。そ 水をめぐって繰り広げられる、さまざまな人間の暮らしとドラマ。アフリカの旅は いつもたくさんのことを私に教え くれる。
（くの 　たけし／フリーカメラマン）
.
共同の水場で水を受ける少女（マリ）
.
